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３．広域連携と今後の展開方針 

（１）伝承地域の評価 

今回調査した 34 の伝承地域の 53 資源について、文化資源的な価値として、「もの」「場所」「人」

の３つの要素に着目し、現状を整理した。さらに、それらの資源が、観光客に対して一定の受け

入れ施設やサービスの提供等を行っているかどうかについても整理を行い、この両面から 調査

対象地（アイヌ文化伝承地）の評価を試みた。 

 すなわち、アイヌ文化伝承地域は、アイヌ文化資源（もの、場所、人）を基本資源として成立し

ているが、それに加え、これらの資源を何らかの形で観光客に提供し、一定の対価を得ることも、

アイヌ文化の継承や地域経済への貢献という意味で非常に重要と考えられる。 

このような視点から、アイヌ文化伝承地域が、今後、観光とどのような形で向き合うことが、望

ましいアイヌの文化の継承につながり、また観光の発展にも寄与するのかを考察した。 

 

図 3- 1 アイヌ文化伝承拠点地域の概念図 
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表 3- 1 調査対象の伝承地域の区分と評価 1/2 

 

※桃色塗りの市町村は､調査対象の中で、もの･場所･人の文化資源が揃い､観光的な受け入れが考慮されている

もの。青色塗りの市町村は、もの･場所･人の文化資源すべてはそろっていないが､観光的な受け入れが考慮さ

れているもの. 

 

 

 

もの

(伝承品､
出土品､
関連物)

場所

(ﾁｬｼ跡､
地名伝承
地､名勝

等)

人

(古式舞
踊､伝統
工芸等の
伝承者)

展示施設 体験プロ
グラム

(切り絵,ム
ツクリ演
奏等)

案内ガイ
ド

伝統芸能
披露/儀
式

アイヌ料
理

1
  札幌市アイヌ文化交流センター
（サッポロピリカコタン）

もの・人/展示施設・伝統工芸 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 北海道博物館 もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 - 〇 -

― 北海道大学植物園　博物館
もの/展示施設・重要有形民
俗文化財アイヌのまるきぶね

〇 〇 - - -

2 江別市 3 北海道立埋蔵文化財センター
もの/展示施設・重要文化財美々８
遺跡出土品

〇 〇 - 〇 -

3 石狩市 4 名勝ピンネタイオルシペ＝黄金山 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

4 豊浦町 5
名勝カムイチャシ（カムイチャシ史蹟公
園）

場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

5 室蘭市 6
名勝絵鞆半島外海岸
（えともはんとうそとかいがん）

場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

7 銀のしずく記念館 もの/展示施設・伝承者 〇 〇 - 〇 - -

8 アフンルパル 場所/地名伝承地 〇 - - - - -

9 アヨロ海岸（名称ピリカノカ候補地） 場所/チャシ跡、地名伝承地 〇 - - - - -

10
民族共生象徴空間(ウポポイ)
国立アイヌ民族博物館

もの・人/展示施設、伝承品・重要
無形民俗文化財アイヌ古式舞踊

〇 〇 〇 〇 〇 〇

旧ｱｲﾇ民
族博物館
で提供し
ていた

11
軽舞遺跡調査整理事務所（旧軽舞小
学校）

もの/展示施設・出土品・伝承品 〇 〇 - 〇 - -

― 桜丘チャシ跡 場所/チャシ跡 〇 - - - - -

12 二風谷アイヌ文化博物館 もの・人/展示施設・伝承品 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13
アイヌの伝統と近代開拓による沙流川
流域の文化的景観

場所/重要文化的景観 〇 〇 〇 〇 〇

14 名勝オキクルミのチャシ及びムイノカ 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - -

15 名勝ポロシリ（幌尻岳） 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - -

16 二風谷工芸館/二風谷民芸組合 もの・人/展示施設・伝統工芸 〇 〇 〇 〇 〇 〇

― 萱野茂二風谷アイヌ資料館

もの/展示施設・重要有形民
俗文化財北海道二風谷および
周辺地域のアイヌ生活用具コ
レクション

〇 〇 - 〇 -

17 新ひだか町アイヌ民俗資料館 もの/展示施設・伝承品 〇 〇 - -

18 史跡シベチャリ川流域チャシ跡群 場所/チャシ跡 〇

― 地元アイヌの方々（伝承者）
人/重要無形民俗文化財アイヌ古
式舞踊

〇

11 浦河町 19 浦河アイヌ文化保存会
人/重要無形民俗文化財アイヌ古
式舞踊

〇 - - -
要請があ
れば対応

年3回祈
願祭で提
供

12 えりも町 20 名勝オンネエンルム（襟裳岬） 場所/名勝ピリカノカ 〇 〇 - - - -

21 函館市北方民族資料館 もの/展示施設・伝承品 〇 〇 〇 〇 - -

22 史跡志海苔館跡 場所/館跡 〇 - - - - -

― 市立函館博物館
もの/展示施設・重要有形民
俗文化財アイヌの生活用具コ
レクション・伝承品

〇 〇 - 〇 - -

14
長万部

町
23 シャクシャイン古戦場跡碑 場所/伝承地 〇 - - - - -

15 八雲町 24 八雲町木彫り熊資料館 もの/展示施設・伝承品 〇 〇 - 〇 - -

檜
山

16 上ノ国町 25 史跡上之国館跡（勝山館跡）
場所・もの/遺跡・展示施設・重要
文化財北海道上之国勝山館跡出
土品

〇 〇 〇 - 〇 - -

エリア・市町村／調査対象番号
（番号なしは今回の調査対象外
の自治体、主な資源）

アイヌ文化に関する資源の名称
（文化財､展示施設､伝承団体

等）
資源区分/資源の内容

アイヌ文化資源区分 アイヌ文化の関連施設、サービス

町内にア
イヌ料理
を提供す
る店あり

10
新ひだか

町

シャクシャ
イン法要
祭で披露

ｼｬｸｼｬｲﾝ
法要祭で
ｱｲﾇ料理
試食会
(有料)

厚真町

日
高

9 平取町

道
南

渡
島

13 函館市

道
央

石
狩

胆
振

6 登別市

7 白老町

8

1 札幌市

市内にア
イヌ料理
を提供す
る店あり
（旧アイヌ
民族博物
館監修）
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表 3- 2 調査対象の伝承地域の区分と評価 2/2 

 

 

 

もの

(伝承品､
出土品､
関連物)

場所

(ﾁｬｼ跡､
地名伝承
地､名勝

等)

人

(古式舞
踊､伝統
工芸等の
伝承者)

展示施設 体験プロ
グラム

(切り絵,ム
ツクリ演
奏等)

案内ガイ
ド

伝統芸能
披露/儀
式

アイヌ料
理

26 川村カ子トアイヌ記念館
もの・人/展示施設・重要無形民俗
文化財アイヌ古式舞踊

〇 〇 〇 〇 〇 〇 —

27 神居古潭 場所/地名伝承地 〇 — — — — —

28 旭川市博物館 もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 〇 〇 — —

29 北国博物館 もの/展示施設・伝承品 〇 〇 〇 〇 — —

30 名勝クトウンヌプリ（九度山） 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

19 美深町 31 恩根内テッシ 場所/地名伝承地 〇 - - - - -

32 稚内市北方記念館 もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 - 〇 - -

33 稚内市樺太記念館 もの/展示施設・伝承品 〇 〇 - 〇 - -

34 オホーツクミュージアムえさし もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 - 〇 - -

35 名勝カムイエトウ（神威岬） 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

22 浜頓別町 35 名勝カムイエトウ（神威岬） 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

道
東

36 屈斜路コタンアイヌ民俗資料館 もの・人/展示施設・伝承品 〇 〇 〇 - 〇 〇 -

― 史跡釧路川流域チャシ跡群 場所/チャシ跡 〇 - - - - -

― 地元アイヌの方々（伝承者）
人/重要無形民俗文化財アイヌ古
式舞踊

〇 - - - - -

37 阿寒湖アイヌシアターイコロ
もの・人/展示施設・伝承品・重要
無形民俗文化財アイヌ古式舞踊

〇 〇 〇 〇 - 〇
ｱｲﾇｺﾀﾝに
提供する
店あり

38 史跡釧路川流域チャシ跡群 場所/チャシ跡 〇 - - - - -

39 釧路市立博物館 もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 — 〇 — —

40 アイヌ文化活動施設ウレシパチセ
もの・人/展示施設・伝承品・重要
無形民俗文化財アイヌ古式舞踊

〇 〇 〇
要請があ
れば対応

-
要請があ
れば対応

祈願祭で
提供

―
シリエトチャシ跡、石炭岬チャシ
跡

場所/チャシ跡 〇 - - - - -

26 根室市 41 史跡根室半島チャシ跡群 場所/チャシ跡 〇 - - - - -

42 加賀家文書館 もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 - 〇 - -

― 野付通行屋遺跡 場所/遺跡 〇 - - 〇 - -

43
史跡　標津遺跡群伊茶仁カリカリウス
遺跡（ポー川史跡自然公園）

場所・もの/集落跡・チャシ跡・伝承
品・出土品

〇 〇 〇 - 〇 - -

44 町指定史跡　タブ山チャシ跡 場所/チャシ跡 〇 - - - - -

29 羅臼町 45 羅臼町郷土資料館
もの/展示施設・伝承品・出土品･
重要文化財松法川右岸遺跡出土
品

〇 〇 - 〇 - -

46
帯広百年記念館
アイヌ民族文化情報センター  リウカ

もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 〇 〇 〇

47
帯広カムイトウウポポ保存会/
帯広市生活館（ふくろうの館）

もの・人/展示施設・伝承品・重要
無形民俗文化財アイヌ古式舞踊

〇 〇 〇 〇 - 〇

48 名勝ポロシリ　（十勝幌尻岳） 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - -

31 中札内村 48 名勝ポロシリ　（十勝幌尻岳） 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

49 北海道立北方民族博物館 もの/展示施設・伝承品・出土品 〇 〇 - 〇 -

50 網走市立郷土博物館
場所・もの/チャシ跡・展示施設・伝
承品・出土品

〇 〇 - 〇 - -

51 史跡最寄貝塚
場所・もの/遺跡・展示施設・出土
品

〇 〇 〇 - 〇 - -

― 史跡桂ケ丘チャシ跡 場所/チャシ跡 〇 - - - - -

33 北見市 52 史跡常呂遺跡
場所・もの/遺跡・展示施設・出土
品

〇 〇 〇 - 〇 - -

34 遠軽町 53 名勝インカルシ（瞰望岩） 場所/名勝ピリカノカ 〇 - - - - -

十
勝

市内にア
イヌ料理
を提供す
る店あり

30 帯広市

名寄市

宗
谷

アイヌ文化に関する資源の名称
（文化財､展示施設､伝承団体

等）

20 稚内市

21 枝幸町

27 別海町

28 標津町

釧
路

23 弟子屈町

24 釧路市

25 白糠町

オ
ホ
ー

ツ
ク

32 網走市

エリア・市町村／調査対象番号
（番号なしは今回の調査対象外
の自治体、主な資源）

資源区分/資源の内容

アイヌ文化資源区分 アイヌ文化の関連施設、サービス

道
北

上
川

17 旭川市

18

根
室

※桃色塗りの市町村は､調査対象の中で、もの･場所･人の文化資源が揃い､観光的な受け入れが考慮されている

もの。青色塗りの市町村は、もの･場所･人の文化資源すべてはそろっていないが､観光的な受け入れが考慮

されているもの. 
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（２）広域連携、周遊促進のイメージ 

 これまでの整理を踏まえ、アイヌ文化伝承地域相互の連携の可能性について、大きく次の２つ

の側面から検討を行い、その連携の可能性を整理した。 

●観光周遊ルートとしての連携の可能性 

●その他の連携の可能性 

 

＜観光周遊ルートとしての連携の可能性＞ 

１）アイヌ文化資源の集積地（伝承拠点地域）をつなぐ観光ルート設定 

 アイヌ文化を訪ね歩くという設定に立ち、最も基幹的な観光ルートとして、アイヌ文化資源の

集積した前述の伝承拠点地域をつなぐツアー商品が考えられる。これは、現在、白老町、平取町、

札幌市、旭川市、釧路市の３市２町が取り組む「北海道ユーカラ街道」という形で実現化が進め

られており、今後の進展が期待されている。 

２）アイヌ関連の特定テーマに沿った観光ルート設定 

一方、アイヌ文化に密接に関わる資源や地域を一定のテーマや一定のストーリーのもとでつな

ぐ観光ルートも考えられる。その例として、以下のものがあげられる。 

①松浦武四郎日誌をたどるルート（天塩日誌、知床日誌などから当時のアイヌ人の生活を偲ぶ） 

②オホーツク街道ルート（司馬遼太郎の著書にもみられるオホーツク人とアイヌ人の足跡をたどる観光ル

ート） 

③ピリカノカをめぐるルート（道内に 10 カ所のピリカノカ指定地や候補地をめぐるルート）  

④コシャマイン、シャクシャインの戦いの古戦場をめぐるルート（中世アイヌの歴史ツアー）などが考えられ

る。 

 ⑤地名伝承地を巡るツアー 

 ⑥ユカラやサコロペなど、アイヌ伝承の場所を巡るツアー 

 

３）主要ゲートウェイから周辺の多様なアイヌ文化資源をめぐるルート 

 北海道におけるアイヌ文化資源は全道的に散らばっており、到達までに相当時間がかかるため、

興味はあっても簡単には訪ねられないというのが実態である。そのため、例えば、地方空港を出

発点として、その空港から比較的近いエリアにあるアイヌ文化資源を周回する観光ルートが考え

られる。さらに、この地域にある他の観光資源も組み合わせることで、より地域に密着した多様

な観光ルートを設定することができる。 

①旭川発（旭川空港）道北のアイヌ文化めぐりツアー 

②釧路発（釧路空港）東北海道のアイヌ文化めぐりツアー 

③札幌発・白老発（新千歳空港）道央圏のアイヌ文化巡りツアー 

④      同上      道南圏のアイヌ文化巡りツアー 

４）スタンプラリー型観光周遊旅行 

スタンプラリーは、周遊を促進の常套手段の一つといえるが、うまくいけば効果的なプロモ

ーション手段ともなる。昨年行われたゴールデンカムイ・スタンプラリーはその一つといえる
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が、このほかに全道に 10カ所のピリカノカ指定地をめぐるスタンプラリーなどが考えられる。 

 

＜その他の連携の可能性＞ 

その他の分野での連携の可能性としては、以下のようなものが考えられる。 

 

① プロモーション活動での連携 

・アイヌ文化伝承地域が協力して、北海道のアイヌ文化を国内外に発信する仕組みをつくる。 

② 展示面での連携 

・白老以外の伝承拠点地域は、民族共生象徴空間のサテライト施設としての役割をもたせ、定

期的に特別展示（巡回展）を行う。 

③ 情報連携 

・各伝承地域のトピックスやイベントなどの情報を一元化して、インターネットを通じて閲覧

できるようにする。（アイヌ文化のポータルサイト） 

④ ガイド研修での連携 

・一般の方でアイヌ語を学習していた人たちによるボランティアガイド養成 
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（参考）松浦武四郎「天塩日誌」で知る江戸時代末期の天塩地域とアイヌの暮らし 

 

 武四郎が書き残した「天塩日誌」は、安政４（1857）年の今から 160 年前の天塩川の姿を記し

ています。武四郎の北海道探検としては、５回目の調査にあたり、この年４月から５月にかけて

は石狩川、そして６月に天塩川を調査しています。 

 武四郎の天塩川探査に要した日数は、往復で 24 日間（安政 4 年 6 月 7 日に出発、同月 30 日に

天塩に帰着）。「天塩日誌」は、それまで知られることのなかった蝦夷地最北端の内陸部の様子を

詳しく観察し、川の流れや深さ、川岸の様子、自然や生き物をアイヌ語の地名とともに記してい

ます。 

――以上、「天塩日誌」（現代語訳編）解説文より引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：上川総合振興局・北海道開発局 

「天塩日誌」表紙 

出典：山本命「松浦武四郎入門」月兎舎 2018 
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（参考）司馬遼太郎「オホーツク街道」取材ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【旅の時期】 1991 年 9 月、92 年 1 月 

【秋の旅】札幌の北海道開拓記念館で講演を聴き、同館学芸員の野村崇氏の同行で網走へ。網走

観光ホテルに宿泊して、道立北方民族博物館、能取湖、サンゴ草のひろがる卯原内、サロマ湖、

モヨロ貝塚、網走市郷土博物館などを訪れる。ウイルタの資料館「ジャッカ・ドフニ」で北川ア

イさんに、登呂遺跡で東大考古学研究室の宇田川洋氏に会う。 

【冬の旅】札幌から特急列車で約 6 時間の稚内へ。サロベツ原野を目にしつつ南稚内に到着。飲

み屋街を訪れ、水蛸のしゃぶしゃぶを堪能。抜海岬、野寒布岬、声問岬と岬めぐりをし、オンコ

ロマナイ遺跡を訪れ、宗谷丘陵を通って最北端の宗谷岬へ。間宮林蔵の碑、海軍望楼跡を見て、

北方 40 キロの樺太と韃靼大陸に思いを馳せる。猿払村、浜頓別、枝幸町とオホーツク海沿岸を南

下。目梨泊遺跡の発掘調査作業所、雄武町の興部警察署幌内警察官駐在所を訪ね、紋別市のオム

サロ遺跡公園、オホーツク流氷科学センターをめぐってから網走市へ。小清水を経て斜里町で津

軽藩史の慰霊碑をまわり、旅の最終地である知床半島へ。 

 

出典：司馬遼太郎「街道をゆく」 公式ページより 朝日新聞出版 
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（参考）アニメ「ゴールデンカムイ」スタンプラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）ピリカノカ位置図 
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（３）アイヌ文化観光で想定するターゲット 

アイヌ文化のターゲットイメージと、それにふさわしいアイヌ文化資源 

 

 

旅行区分 
主なターゲ

ット 
主な興味対象・訴求の方法 アピールする資源イメージ 

一般企画

旅行 
 

Ｂ、Ｃ層 ・北海道の自然景観や特徴的な観光施設を

巡り歩く人たち。観光対象に関しては、施設の

充実度やアクセスのしやすさ、利便性、感動

的なイベントなどが重要な要素なとなる。 

・アイヌ文化資源の効果的な組み込みにより、

北海道旅行全体の多様性と広がりが生まれ

る。 

有名観光地に存在するアイヌ文化資源を

ツアーの中に組み込み、ツアー内容の質

を高める。また、アイヌ民族への関心が高

い欧米系の外国人旅行者も今後期待され

る。 

・函館市北方民族資料館（函館元町） 

・名勝オンネエンルム（えりも岬･展望施設）  

・名勝絵鞆半島外海岸（地球岬）など 

SIT 
 

Ａ、Ｂ層 ・学術的価値、希少性の高い資源や文化財を

強くアピールすることが必要。 

・そのための交通アクセスや施設の利便性、

説明等の少なさはあまり影響しない。 

チャシ跡、遺跡･出土品､ピリカノカ等、や

やマニアックなものへの興味が大きい人

たちで、旅のオピニオンリーダーとなってく

れる。 

・史跡根室半島チャシ跡群 

・シャクシャイン古戦場跡碑 など 

 

教育旅行 
 

Ａ、Ｂ、Ｃ層 ・若年層を主体にアイヌ文化に対する関心層の

幅を広げる意味で、教育旅行は重要。今後、そ

の取り組みを充実することが必要。 

・推進に向けては、特に体験型プログラムやア

クティビティ等のコンテンツの充実、新規開発

が求められる。 

・一定の規模の人数や大型バスが収容できる

駐車場などハード面での環境整備が求められ

る。 

 

ガイドによる展示施設案内､古式舞踊や

ムックリ等の演奏,アイヌ文様刺繍･彫刻等

の体験プログラム等 

・阿寒湖アイヌシアターｲｺﾛ(人形劇等) 

・二風谷アイヌ文化博物館  

・川村カ子トアイヌ記念館 など 

 

 

一般企画旅行：パッケージツアーなど。バスツアーやレンタカーのモデルコースを想定 

SIT：特別な目的に絞った旅行のこと。Special Interest Tour の頭文字の略 

教育旅行：学校行事の旅行(遠足)・集団宿泊的行事である修学旅行､遠足､移動教室､合宿､野外活動など 
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４．伝承拠点地域の展開方向のイメージ（ロードマップイメージ） 

＜伝承拠点地域＞ 

調査対象とした伝承地域のうち、アイヌ文化資源の人ともの、あるいは人と場所、または人、

もの、場所がそろっている地域を伝承拠点地域として、さらに、展示施設や体験プログラム、案

内ガイド、古式舞踊等の伝統芸能や儀式の披露、アイヌの伝統料理のいずれかの受け入れが比較

的に整っている９つの伝承拠点地域について、今後の展開方向のイメージ(ロードマップイメー

ジ)について検討した。 

 

表 3- 3 伝承拠点地域の概要 

伝承拠点地域名 アイヌ文化資源と関連施設、サービス等全体の概況 

白老町 ・国家プロジェクトとして民族共生象空間が整備されており、年間 100万人の国内外の来

訪者を迎えることが目標とされている。国内はもとより国際的なアイヌ文化発信拠点とな

っていくことが想定される。 

平取町 ・アイヌ文化資源の「人」「もの」「場所」がそろっており、博物館を出たフィールドで体感で

きる景観資源に恵まれている。また、伝統的工芸品作家が制作しており、その作品の見

学ができる。体験プログラムが豊富に用意されている。 

新ひだか町 ・近世最大のアイヌ民族蜂起といわれるシャクシャインの戦いのリーダーの居城とされるチ

ャシ跡があり、毎年シャクシャイン法要祭が営まれ、全国から参列者が集まる。 

旭川市 ・アイヌ民族により運営され豊富な体験プログラムが用意されている施設や展示・教材等

が充実した市立博物館、地名伝承地など、市内に多様なアイヌ文化資源が点在する。

立地的にも道央、道北、道東を結ぶ位置にあり、道内の周遊拠点のひとつとなってい

る。 

弟子屈町 ・阿寒摩周国立公園の自然資源を主力とした観光温泉地でもあることから、これらの観

光資源(アクティビティ､宿泊施設等)とアイヌ文化資源を結びつけたコンテンツ等が検討

できる。 

釧路市 ・阿寒湖畔のシアターやアイヌコタンは、阿寒湖畔での重要な観光資源として位置づけら

れ、来訪者ほぼ毎日古式舞踊等のアイヌ文化にふれることができる。道東のアイヌ文化

拠点として、根室や網走方面との連携が期待される 

白糠町 ・いわゆる観光地ではないが、伝承地やチャシ跡、クジラにまつわる古式舞踊が伝承され

ているなど、道東沿岸部の特徴あるアイヌ文化資源が町内に点在している。隣接の釧

路市街を宿泊拠点としたり、釧路港停泊のクルーズ対応も可能な立地にある。 

帯広市 ・博物館での普及活動が盛んにおこなわれ、伝承団体も道内外に披露へ出かけるなど

活発に活動している。十勝管内のアイヌ文化拠点地域として、情報発信の役割が期待

される。 

札幌市 ・道内最大の観光拠点であり、アイヌ文化の展示施設や動物園、美術館等の文化施設

も集積する。道内各地のアイヌ文化施設や資源の発信拠点としての役割が期待され

る。 
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表 3- 4 伝承拠点地域の展開方向 

伝承拠点

地域 

（市町村） 

受け入れ可能な 

ターゲット 

（前項のターゲット層） 

事

業 

領

域 

観光の推進に向けた主な事業推進目標 

実施スケジュール 

短期 
（～

2020） 

中期 
（～

2025） 

長期 
（～

2030） 

白老町 Ａ～Ｄ 

民族共生象徴空間の

整備により専門家か

ら小学生の教育旅行

まで幅広い受入れが

なされる。 

資
源 

・民族共生象徴空間と連携して活用できる

資源の発掘､検討 
➡➡➡ 

  

・民族共生象徴空間と連携して活用できる

資源の効果的な提供方法の確立 ➡ ➡➡➡  

受
入 

・民族共生象徴空間来訪者の町内受入れ体

制の確立（アクセスルート、三次交通等） 
➡➡➡ ➡➡➡  

・中長期的な視点から、白老町における宿泊

施設等観光インフラの充実、駅周辺開発、

商店街の環境整備等 

 ➡➡➡ ➡➡➡ 

誘
致 

・民族共生象徴空間の国内外のプロモーシ

ョン活動の実施 ➡➡➡ ➡➡➡  

・長期的な戦略による外国人旅行者のプロ

モーション活動 
 ➡➡➡ ➡➡➡ 

平取町 

 
Ａ～Ｃ 

小学校の教育旅行か

ら専門家まで幅広い

受入が可能。 

資
源 

・伝統工芸や古式舞踊等の伝承者の育成、連携 
➡➡➡ ➡➡➡ ➡➡➡ 

受
入 

・観光案内所の整備､充実を図り、個人旅行者

の受入体制の確立 
➡➡➡ ➡➡➡  

・外国人旅行者を意識した二次交通の確保 
➡➡➡ ➡➡➡ ➡➡➡ 

誘
致 

・英語による地域情報の発信 

・民族共生象徴空間と連携した外国への情報

発信 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

新ひだか

町 

 

Ａ～Ｂ 

シャクシャインを知

る関心層のほか、日

高観光資源と結びつ

けた誘客が期待され

る。 

資
源 

・古式舞踊等の伝承者の育成 

・シャクシャインに関する文化資源及び法要

祭との連携、シャクシャイン関係地域との

連携によるストーリー構築 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

受
入 

・ガイド育成 

・資料館等の文化資源へのアクセス、案内整備 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ ➡➡➡ 

誘
致 

・シャクシャイン拠点地居城のアピール 

・民族共生象徴空間と連携した外国への情報

発信 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

旭川市 Ａ～Ｃ 

小学校の教育旅行か

ら専門家まで幅広い

受入が可能。 

資
源 

・アイヌ文化伝承者の育成、連携 

・旭川市内にあるアイヌ文化資源・施設の連

携、ストーリー化による新たなアイヌ文化

観光の魅力の創出 

➡➡➡ 

体制づ
くり 

➡➡➡ 

試行 

➡➡➡ 

受
入 

・市内の資源を案内するコーディネーター、

ガイドの育成 ➡➡➡ ➡➡➡ ➡➡➡ 

誘
致 

・外国人向け広域観光周遊ルート（旭川市は

東ルート、北ルートの両方に入っている）

のプロモーション活動において旭川のアイ

ヌ文化を積極的に PR 

➡➡➡

戦略作

成 

➡➡➡  

弟子屈町 Ａ～Ｂ 

カヌー等の自然ガイ

ドとの連携により新

たな旅行者の受入れ

が期待される 

資
源 

・アイヌ文化伝承者の育成、連携 

・松浦武四郎に関する交流機会を活用した

プログラム企画 

・釧路川流域のチャシ跡群の活用（カヌーツ

アーとの連携等） 

➡➡➡

➡➡➡ 

 

  ➡ 

➡➡➡

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

受
入 

・案内ガイドの育成 

・アウトドアガイドへのアイヌ文化やチャ

シ跡等の研修会 

➡➡➡

➡➡➡ 

➡➡➡

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

誘
致 

・国立公園満喫プロジェクトと連携した外

国人旅行者へのプロモーション ➡➡➡ ➡➡➡  
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伝承拠点

地域 

（市町村） 

受け入れ可能な 

ターゲット 

（前項のターゲット層） 

事

業 

領

域 

観光の推進に向けた主な事業推進目標 

実施スケジュール 

短期 
（～

2020） 

中期 
（～

2025） 

長期 
（～

2030） 

釧路市 Ａ～Ｄ 

人形劇等による小学

生の教育旅行から、

チャシ巡り等、愛好

家や専門家までの受

入れが可能。 

資
源 

・古式舞踊や木彫りの伝承者の育成、連携 

・アイヌ舞踊等のパフォーマンスの向上 

・新たなアイヌアートの創出 

・釧路川流域のチャシ跡群の活用（カヌーツ

アーとの連携等） 

・国立公園の自然ガイドへアイヌ文化の組

込み、説明内容の更新 

 

 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

ﾌｫﾚｽﾄｱｰ

ﾄｲﾍﾞﾝﾄ 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

 

 

受
入 

・阿寒湖及び釧路川流域のアイヌ文化を総

合的に案内するガイドの育成 

・外国人富裕層の受け入れ（多言語対応を含

む高品質なもてなし） 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

誘
致 

・外国人向け広域観光周遊ルートのプロモ

ーション活動において、阿寒湖及び釧路川

流域のアイヌ文化を積極的に PR 

・アドベンチャーツーリズムの主要コンテ

ンツとしての海外アピール 

➡➡➡ 

 

 

 

➡➡➡ 

戦略作

成 

➡➡➡ 

 

 

 

➡➡➡ 

 

 

 

 

➡➡➡ 

白糠町 Ａ～Ｂ 

町が関係する学校や

団体､アイヌ文化に関

心のある団体の研修

等の受入れが可能。 

資
源 

・アイヌ文化伝承者の育成 

・儀式イベントと連動したツアー企画 

・地域の伝承地やチャシ跡を組み合わせた

ツアーやプログラムの企画 

➡➡➡

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

➡➡ 

➡➡ 

➡➡➡ 

 

 

受
入 

・伝承地やチャシ跡等の地域資源を案内で

きるガイド育成 

➡➡➡ ➡➡➡ ➡➡➡ 

 

誘
致 

・釧路市と連携したクルーズ客の誘致 

・首都圏へのプロモーション 

➡ ➡ ➡

➡➡➡ 

➡ ➡ ➡

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

帯広市 Ａ～Ｃ 

小学校の教育旅行か

ら専門家まで幅広い

受入が可能。 

資
源 

・アイヌ文化伝承者の育成 ➡➡➡ ➡➡➡ ➡➡➡ 

受
入 

・伝承団体による定期的な披露機会の設定

（十勝川温泉での披露イベントや練習場で

の披露公演など）の検討 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

➡➡ 

 

➡➡ 

 

誘
致 

・伝承団体の活動やピリカノカ等のＰＲ ➡➡➡ ➡➡  

札幌市 Ａ～Ｃ 

小学校の教育旅行か

ら専門家まで幅広い

受入が可能。 

資
源 

・アイヌ文化施設や動物園や美術館等との

連携による企画等 

➡➡➡ ➡➡  

受
入 

・アイヌ文化について案内できるガイドの

育成 

・札幌市内のアイヌに関する展示や関連施

設のデータ(ＨＰ等)整備 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

➡➡➡ 

 

 

誘
致 

・市内に点在するアイヌ文化施設、また関連

イベント等の情報発信 

・北海道の観光拠点地として、観光案内所で

の道内アイヌ文化施設の PR 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

 

➡➡➡ 

 

 

 




